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5Gの普及で
どういった変化がありましたか？
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高速・大容量

多接続 低遅延

5Gの
特徴
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なんだかんだ、通信は速い

※ ソフトバンク社内で測定した結果
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“6G” に何を期待しますか？
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本当に ”6G” って必要ですか？

もう満足してませんか？
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約10年ごとに新しい技術を展開

1G 2G 3G 4G 5G

1980’s 1990’s 2000 2010 2020
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端末の変化を待つのではなく
ネットワークの見直しを
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トレンドは仮想化
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ネットワークの仮想化とは
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モバイルネットワークの構成
インターネット

加入者情報の管理など

UDM UDR
加入者データベース

SMF
通信のセッション管理
IPアドレスの割当など

UPF
パケットのルーティング
通信量のレポート など

AMF
端末の移動（位置情報）の管理
アクセスの認証など

基地局

端末

Base Band

RF Unit / Antenna

User Equipment

CORE / CN
(コアネットワーク)

RAN
(Radio Access Network)
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モバイルNWの仮想化

vRAN

NFV

BaseBand

RF Unit

CORE

仮想化

仮想化

RAN Virtualized Radio Access Network

Network Functions Virtualization

コアやベースバンドなど、専用装置で導入していたものをソフトウェアベースに
→ マルチベンダー化を容易にし、ネットワークのベンダー依存を解消
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参考：D-RANとC-RAN

D-RAN: Distributed RAN
(BBUが) 分散型RAN

CN

SW

@Data Center

BBU

メリット：バックホール回線の帯域が細くてもよい
（100Mbps ~ 10Gbps）

デメリット：BBUのメンテナンスに時間がかかる

RF RF RF

BBU
RF RF RF

C-RAN: Centralized RAN
(BBUが) 中央集約型RAN

CN @Data Center

RF RF RF RF RF

BBU
BBU
BBU

Central Office
(NTT GC局)

メリット：BBUのメンテナンスが一括で可能
基地局(BBU)間の協調制御が可能

デメリット：フロントホールの要求条件が高度
（10Gbps ~ 200Gbps）
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2019年からGPU-vRANに関する検証を実施

2022

AI-on-5G Lab開設

202120202019

GPU vRAN誕生 GPU vRAN検証 MEC AI検証

GTC 2020 Fall

Aerial性能検証
検証結果の記者発表

MWC-LA 2019

NvidiaがvRAN参入を発表

GTC2021 Spring

Maxine実証実験
Nvidia Tech Blog公開

GTC2021 Fall

AI-on-5G Lab. 開設を宣言
SBにて実機検証の予定を発表

vRANに関する取り組み
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2023年

AI-RAN 発表
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AI-RANの構想
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AI アプリケーション (AI-on-RAN)

• 低遅延

• 広帯域

• 高セキュリティ性

• 分散コンピューティング

Real-time Interaction with 

Robots

Autonomous Robot 

Decision-Making

Surgery Assistance
LLM RAG

with Confidential Information

AI Inference
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無線性能の向上 (AI-for-RAN)

個別の基地局 セル間強調

High PHY

MAC

L3

RIC/ SMO ＋AI

＋AI

＋AI

＋AI

Frequency

Layer

Time

スケジューラ チャネル推定

Full Stack AI Acceleration

RAN

RAN

RAN

＋AI

AI-RAN

拡張分散MIMO マルチセルCA
TDD 

Full Duplex

DL DL UL

DL DL
UL UL

DL DL

100
MHz

100
MHz

UL
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AIによる無線品質の改善
AIによるチャネル推定の補完 AIによる超解像技術を無線の受信回路に応用

AI  イメージ
プロセッサ

チャネル補完

超解像技術

AI

チャネル補完
AI for RAN

AISignal

画像ファイル

AI技術の応用で、通信速度が30%向上

通信速度向上

参照信号
補完された
参照信号
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AIと通信の融合

3G

LTE
5G

6G

AI
1) 高い周波数効率
2) 高いSLA

3) 新しいサービス
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AIと通信が融合したネットワーク

モバイルインフラ

インターネット / クラウド / データセンター

通信

通信

データ

データ

分散 計算基盤

中央 計算基盤
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モバイルインフラ

仮想化されたモバイルインフラ

オーケーストレーションされたサーバー

NTN 地上ネットワーク
プライベート
ネットワーク

LTE 5G 6G コア / NFV MEC AI アプリ
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世代交代は
ソフトウェア・アップデートで

オーケーストレーションされたサーバー

NTN 地上ネットワーク
プライベート
ネットワーク

LTE → 6G 5G → 6G 6G 5GC MEC AI アプリ6GC

ソフトウェア化
されているため
アップデートで

対応可能
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まとめ

 6G時代は、ネットワークアーキテクチャの見直しが重要

 トレンドは RANの仮想化

 ソフトバンクの仮想化は ”AI-RAN”

 AI-RANでは、基地局をAIコンピュータとしても有効活用

 ソフトウェア化により、従来のような10年ごとの

大規模投資からの脱却を目指す。
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